
全国及び奈良県学力・学習状況
調査の調査結果を授業改善や生
活指導改善につなげる手立て 

 
小柳和喜雄（奈良教育大学） 

oyanagi@nara-edu.ac.jp 

(2017.1.30) 

mailto:oyanagi@nara-edu.ac.jp
mailto:oyanagi@nara-edu.ac.jp
mailto:oyanagi@nara-edu.ac.jp
mailto:oyanagi@nara-edu.ac.jp


学力学習状況調査と関わって 
◎はじめにお尋ねします。 

• 誰が分析していますか？ 

• どのように分析していますか？ 

• どのように校内で情報を共有していますか？ 

• 結果を改善にどのように生かしていますか？学校
の研究主題とどのように関係づけていますか？ 

• 学校での実践で課題を明確化するのに、何を使っ
てどのようにしていますか？そこに学力学習状況
調査は、どのように位置付いていますか？ 

• 上記で明確にされた課題に関わって実際に課題解
決が行われたかどうかどのようにチェックしてい
ますか？ 



（例）ある自治体の場合 
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小学校 A市（国語） 
言語についての知識・理解・技能に課題 
・送り仮名、間違えやすい漢字に課題 
・平仮名で表記されたものをローマ字で書
くこと 
・ローマ字で表記されたものを正しく読む
こと 
・目的や意図に応じて，書く事柄を整理す
ること 
 
A市（算数） 
関数、数学的技能問題に課題 
・直方体における面と面の位置関係を理解
していること 
数量関係、記述式問題に少し課題 
・示された式の中の数値の意味を解釈し，
それを記述できること 
・単位量当たりの大きさを求めるために，
ほかに必要な情報を判断し，特定すること
ができること 
・グラフから貸出冊数を読み取り，それを
根拠に，示された事柄が正しくない理由を
記述できること 
・示された除法の式を並べてできた形と関
連付け，角の大きさを基に，式の意味の説
明を記述できること 
 

全国 



中学校 A市（国語） 
書く能力を問われる問題に課題 
・目的に応じて資料を効果的に活用すること 
・伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書く
こと 
・文章を読み返し，文の使い方などに注意して書く
こと 
・伝えたい事柄について，根拠を明確にして書くこ
と 
・伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
記述式問題に課題 
・文章の構成や表現の仕方について，根拠を明確に
して自分の考えを具体的に書くこと 
・課題を決め，それに応じた情報の収集方法を考え
ること 
・本や文章などから必要な情報を読み取り，根拠を
明確にして自分の考えを書くこと 
A市（数学） 
関数、数学的技能問題に課題 
・具体的な場面で数量の関係を表す式を，等式の性
質を用いて，目的に応じて変形できること 
・比例の関係を表す表から変化や対応の特徴を捉え，
x の値に対応する y の値を求めることができること 
・一次関数のグラフから，x の変域に対応する y の
変域を求めることができること 
・簡単な場合について，確率を求めること 
数学的な見方考え方に課題 
・条件を基に，表から数量の変化や対応の特徴を捉
え，x の値に対応する y の値を求めること 
・資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な
表現を用いて説明すること 
 

全国 



ある自治体の場合：学習状況調査の結果と関わって 
（児童生徒と学校質問紙から） • 小学校 

– 家庭学習、学校での学び合う取組などが良い形で生きていると考え
られる 

– 3点固定を推進する（起きる時間、学習を始める時間、寝る時間） 
– 家庭での余暇の時間のメリハリを付ける 
– 読書、学校図書館の利用、総合的な学習の時間での学びの指導、

ICTの活用などに関わって、情報を活用する取組を推進する 
– 授業における個に応じた指導の工夫を推進する 
– 国語が好きになる取組、書く事への困難さを超えれる取組（習慣
化）などを推進する 

– カリキュラムマネジメント（とくに意識的指導計画に関わって） 

• 中学校 
– 家庭学習（復習）、学校での学び合い深め合う取組などを推進する 
– 3点固定を推進する（起きる時間、学習を始める時間、寝る時間） 
– 家庭での余暇の時間のメリハリを付ける 
– みんなで協力して行った達成感を感じられる取組を推進する 
– 教員が生徒を認める取組を推進する 
– 国語が好きになる取組、目的に応じた読み取り、書く事への困難さ
を超えれる取組（習慣化）、構成を考えた表現の取組（手法理解と
結果の変化を感じさせる取組）などを推進する 

– カリキュラムマネジメント（とくに改善サイクルに関わって） 
 
 

 



知識・技能の習得 
思考力・判断力・
表現力等の育成 主体的に学習する態度 

教員研修・ 
教職員の取組 

地域の人材・施設の
活用 

家庭学習 

学力向上に向けた取
組・指導方法 

個に応じた指導 

学習習慣 

自尊感情 

総合的な学習の時間 
への関心 

生活習慣 

国語・算数（数学）への
関心 

言語活動・
読解力 

期待されている資質能力へ 

生徒の状況 

教科の指導方法 

（学校質問紙） （児童生徒質問紙） 

・・・ 

算数A 

算数Ｂ 

数学A 

数学Ｂ 

国語A 

国語Ｂ 

（教科に関す
る調査） 

分析3 分析2 

分析1 分
析
４ 

分
析
５ 

分析６ 



調査結果を用いて直接的な取組と間接的な取組の関係を見つめる 

知識・技能
の習得 

思考力・判
断力・表現
力等の育成 

主体的に学
習する態度 

あ
る
取
組 
Ｘ 

期待されてい
る資質能力へ 

算数A 

算数Ｂ 

数学A 

数学Ｂ 

国語A 

国語Ｂ 

学習習慣 

自尊感情 

総合的な学
習の時間 
への関心 

生活習慣 

国語・算数
（数学）へ
の関心 

言語活動・
読解力 

教員研修・ 
教職員の取組 

地域の人材・施設の
活用 

家庭学習 

学力向上に向けた取
組・指導方法 

個に応じた指導 

・・・ 

生徒の状況 

教科の指導方法 

＊学校での組織的な取組と
してどこに力を入れ、それ
を活性化させていくか 

課題１ 

課題２ 



調査結果を用いて直接的な取組と間接的な取組関係を見つめる 

知識・技能
の習得 

思考力・判
断力・表現
力等の育成 

主体的に学
習する態度 

職員研修の内容変化 

教材研究の活性化 

子ども理解力 

授業力 

学級経営力 

ある取組 
Ｘ 
 

子どもの不安
の軽減 

子どもの自尊
感情・有能感 

子どものやる
気・持続性 

子どもの規範
意識 

勉強の仕方、
学習方法 

・・・ 

子どもの社会
参画意識 

・・・ 

○日本の財産である授業研究をあらためて見つめる 
小柳和喜雄・柴田好章編著『Lesson Study(レッスンスタディ) 』ミネルヴァ書房 2017年 

期待されてい
る資質能力へ 



学力学習状況調査の結果など，調査結果を分析し指導に生かす 

家で計画を立てて
勉強 

話し合う時間の確
保ができている 

現状のよい点を活かす 

塾などに通う通塾の
時間？ 

生活習慣１遅寝・遅起きに課題 
生活習慣２長時間テレビ、ゲー
ムに課題 なぜ 

学習・生活の仕方の指導 
○勉強の仕方 
○構え・生活の仕方 

（課題）家庭での予習
復習の時間の確保→自
分で行う学習の時間の
確保で 

□学習を行う環境・雰囲気 
□自己のコントロール 

□活用する力に課題 
＊関係思考 
＊要約力 

規範意識・ 
時事問題へ関心が薄い 

ストレス・時間がない 

学校組織による指導の焦点化 

授業で 

家庭学習支援で 

○必要な情報が使えない（意味理
解） 
①取り出しかたがわからない・ 
気付かない→事実的知識を教える 
②どの方法を使うかわからない 
→手続き的知識を教える 
③正確に使えない（書けない） 
→手続き的知識の活用 
○学校調査で課題となっていること 
発展的な内容・実生活との関連付け 
様々な文章を読ませる 
児童に最初に見通しを持たす授業ス
タイル 
 
 

テーマを決めた 
校内研修が 
されてる 

幼・小・中連携 

☆学力学習状況調査の結果分析
などから課題に挑む際に、どこ
からどの優先順位で着手するか 

課
題
群 



（ワーク４）  
１．日頃よく授業で行っている学習の姿

のカード 右上に★を記入 
２．学校全体で（組織で）取り組んだ方
がいいと思われる学習活動に○ 
 



（例）主体的な学びと協働的な学びを成立させ、深い学びへ 

課題：「子どもが話し合えない」→「考え
たい、話し合いたい」へ向かうために 

話し合えない 

課題がわ
かっていな
い子がいる 

話し合う意
味を感じて
いない 

課題は分かる
が、その表現
の仕方がわか
らない子が見
られる 

話しているが話し
合いがまとまらな
い姿が見られる 

自分の考えが出
せない、話せな
い子がいる。 

話し合った結果を
うまく発表できな
い姿が見られる 

発表を聴けてい
ない姿が見られ
る 

発表したらそれ
でおしまいの雰
囲気がある 

１．遭遇した出来事から要因関係を考える 

A.話し合う意味あ
る課題の選び方・
伝え方の工夫 

D.課題などに応
じた話し合いの
形態の工夫 

C.時間制限等話
し合いのルール
の明確化 

B.表現の道具の工
夫と使い方の指導 

G.聴き取りの道
具の工夫と発表
に対する質疑応
答の指導 

H.話し合ったこと
との分類整理の工夫 

I.成果の共有と振り
返りのさせ方の工夫 

F.全体での発表
の仕方の工夫 

集約サイクル 

話し合い 
サイクル 

伝え合い・聞き
合いサイクル 

２．改善への戦略を考える 

話し合う
価値ある
課題が選
ばれてな
い 

発表結果は教
員がまとめる
雰囲気がある 

E.まとめる道具
の工夫と使い方
の指導 



主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・ 
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善 

 
 主体的な学び 

深い学び 

対話的な学び 

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実 
   

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた 
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し       

何を学ぶか どのように学ぶか 

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、 
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む 

「社会に開かれた教育課程」の実現 

学習指導要領改訂の方向性 

何ができるようになるか 

生きて働く知識･技能の習得
など、新しい時代に求めら
れる資質･能力を育成 

知識の量を削減せず、質の
高い理解を図るための学習
過程の質的改善 

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮
称）」の新設など 

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す 

学習内容の削減は行わない※ 

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現 
   

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。 

未知の状況にも対応できる 
思考力・判断力・表現力等の育成 

生きて働く知識・技能の習得 

学びを人生や社会に生かそうとする 
学びに向かう力・人間性の涵養 
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「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（H28.8） 



「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（H28.8） 



カリキュラム・マネジメントの推進と関わって 

• 「カリキュラム・マネジメント」については、これまで、教育課
程の在り方を不断に見直すという側面から重視されてきていると
ころであるが、「社会に開かれた教育課程」の実現を通じて子供
たちに必要な資質・能力を育成するという新しい学習指導要領等
の理念を踏まえ、これからの「カリキュラム・マネジメント」に
ついては、以下の三つの側面から捉えられる。 

– 1. 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標
を踏まえた教科横断的な視点で、その目標の達成に必要な教
育の内容を組織的に配列していくこと。 

– 2. 教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状
等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成し、
実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立する
こと。 

– 3. 教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域
等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合わせる
こと。 「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（H28.8） 



学校研究をどのように進めていくか 
組織的な取組に向けての計画を立てる 

研究課題 ：  

目  的 ：        

学校名：  昨年までの研究： 
＜成果＞ 
・ 
・ 
・ 

手法 ・ 活動 ・ 教材 Ａ 現状の課題 

２． 

１． 

Ｄ 活動後の状況 

● 
● 
● 
 

○ 
○ 
○ 

Ｂ 学校組織の現状 

1． 

2． 

支援の方法・道具・体制 

● 
● 
● 
 

○ 
○ 
○ 

E 支援の成果 

Ｃ 

評
価
方
法 

○レジリエントな教師、レジリエントな学校を意識する 
C.デー、 Q.グー(著)；小柳和喜雄、 木原俊行(監訳）『教師と学校のレジリエンス 子どもの学びを支え
るチーム力』 北大路書房 2015 

2017/1/24 


